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1 2012年 7月～2013年 3月に実施された調査である。以下、国際交流基金（2014）と略称する。
http://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2014/china.html（最終アクセ





























メなどの影響により、日本語学習者数は急増し、100 万人以上に上り、世界 1 位となった
（国際交流基金，2014）。修・李（2011）によると、2011 年 6 月までに中国国内の 4年制
                           
2 中国語で書かれているため、原文をなるべく忠実に筆者が翻訳し、引用する。 





































































































                           
































































































2 年次では、上述した 3 種類の授業がそのまま継続される大学もあるが、会話と聴解の
授業時間がそれぞれ半分に減らされる場合もあり、その代わりに、作文などの授業を実施
する大学が少なくない。 

























































第 1 節 本研究の背景 
 
1.1.1 なぜ「中国人学習者」なのか 




































                           


































ゼロから始め、3 年次に日本語能力試験 N1 に達し、研究志向よりも実利志向（ビジネス、
観光等）が高く、卒業後日系企業に就職すると報告されている。中国国内では日本語高度
                           







 また、修・李（2011）によれば、2011年 6月までに中国国内の 4年制大学計 1108校の
うち、日本語学科のある大学は 466 校で、外国語専攻11において英語に次ぐ 2 位であり、
すべての専攻12において 12位であることが浮き彫りとなった。1949年に新中国が成立した
後の大学における日本語専攻教育は三段階に分けられると一般的に指摘されている。第一
段階は 1949 年～1972 年であり、北京大学を始め全国いくつかの大学で日本語学科が設立




















































































語専攻大学生 40名（男女各 20名）を対象に、日本人教師との会話場面 30個における言葉
遣いを選択式で答えてもらうアンケート調査を行った。収集したデータを統計手法で分析
し、両者の共通点と相違点について検討した。 
修士論文では、日本人大学生 200名（男 116名、女 84名）と中国にいる日本語専攻大学




























【表 2】 インタビュー調査の協力者 
番号 身分 日本語学習暦 日本滞在暦 談話収集日 総談話時間 
C1－01 学生 約 4年半 約 1年半 2009/12/22 0:31:41 
C1－02 会社員 約 4年 約 3年 2009/12/24 0:17:58 





C1－03 学生 約 7年半 約 3年半 2009/12/26 0:27:04 
C1－04 学生 約 7年 約 1年半 2009/12/26 0:28:02 
C1－05 学生 約 4年半 約半年 2009/12/28 0:34:18 
C1－06 会社員 約 4年 約 1年半 2009/12/31 0:14:07 
C1－07 会社員 約 4年 約 2ヶ月 2009/12/31 0:11:24 
C1－08 主婦 約 6年半 約 1年 2010/12/31 0:19:30 
C1－09 会社員 約 4年 約 1年半 2009/12/31 0:14:28 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 節 調査方法と分析方法 
 
2010 年 8 月～9 月に、中国各地の大学で日本語専攻を卒業（5 年以内）後、日系企業へ




【表 5】 インタビュー調査協力者である元学習者 
番号 日本滞在歴 日本語学習歴 談話収集日 総談話時間 
C2－01 約 2年 約 9年 2010/8/7 1:04:46 
C2－02 約 2年 約 7年 2010/8/12 1:11:17 
C2－03 約 2年半 約 5年 2010/8/15 1:24:52 
C2－04 約 2年 約 7年 2010/8/17 0:59:08 
C2－05 約 1年半 約 9年 2010/9/10 1:08:38 
C2－06 約 3年 約 8年 2010/9/14 1:07:02 
C2－07 約 1年 約 5年 2010/9/19 0:54:16 
C2－08 約 1年 約 9年 2010/9/20 1:13:51 
C2－09 約 1年半 約 8年 2010/9/27 1:05:24 












(2)  今の日常生活で、どれぐらい敬語を使っているのか。 
どのようなときに敬語が必要だと感じているのか。 
(3)  今の自分の敬語レベルについて満足しているのか。 
目指している敬語レベルは、具体的にどんなものなのか。 
(4)  敬語について難しく、また不自由に感じたことがあるのか。 
もしあれば、それはどのようなときだったのか。 
(5)  敬語に対する考え方が変わったことがあるのか。そのきっかけは何だったのか。 
(6) 中国で受けた敬語教育を振り返って、よかった/よくなかったところがあるのか。 




























































































































































































































































































































































































































































































































3.3.5 元学習者 C2－05さんの語り 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































語に対し嫌悪感と抵抗感を抱いている元学習者が多いことが確認された。   
 






















































































































































































































































































































第 4 章 教える側からみた中国の大学日本語専攻教育における敬語教育 
 



















第 2 節 調査方法と分析方法 
 










【表 7】 インタビュー調査協力者である現場教師 
番号 日本滞在歴 日本語教育歴 談話収集日 総談話時間 
C3－01 約 4年 約 2年 2011/8/15 1：00：33 
C3－02 約 5年 約 18年 2011/8/21 00：41：04 
C3－03 約 2年 約 5年 2011/8/21 00：31：36 
C3－04 約 1年 約 13年 2011/8/26 00：49：55 
C3－05 約 2年 約 7年 2011/8/29 00：48：45 


























































































































































































































































































































































4.3.4 現場教師 C3－04さんの語り 






























































































































4.3.5 現場教師 C3－05さんの語り 
C3－05さんは、中国で日本語教育の修士号を取得した後、勤務先の大学で日本語を教え
て 7年間が経つ。2、3年前から在職のまま、日本の某大学の通信博士後期課程に進学した。



































































































































































































































的である。すなわち、学習者は毎日 90分の授業を 1～2週間で敬語を学ぶこととなる。 
 
【表 8】 調査協力者の敬語教育概要 
調査協力者 時 期 期 間 
C3－01 1年次の最後 約 1週間（90分×4、5回） 
C3－02 1年次の最後と 2年次の最初 約 2週間（90分×5、6回） 
C3－03 1年次の最後 約 1週間（90分×5、6回） 




C3－05 1年次の最後 約 1週間（90分×4、5回） 








































































































































































































































































第 5 章 関連教材からみた中国の大学日本語専攻教育における敬語教育 
 












































まず、総計 29万字の『基礎段階教育要綱』においては、敬語は以下の 3箇所17に現れた。 
                         






  第一学年 省略 
 （三）文法               第一学年以外の品詞 
              形態論   敬語の使い方 
第二学年        テンス・アスペクト・ヴォイス等 
               統語論   一般的な複文の分析と使用 
（四）文型：省略 













           音声：省略 
           文字：省略 
           語彙：省略 
               第一学年 省略 
（一）言語知識   文法 
                    1、時制、アスペクト。 
第二学年    2、複文の種類と構造。 
3、敬語の一般的な表現形式。（詳細は付表四を参照） 
           基本文型：省略 

















































肯定 だ、である です、であります 
否定 でない ではありません 
過去 
肯定 だった、であった でした、でありました 
否定 でなかった ではありませんでした 
現在 
推量 
肯定 だろう、であろう でしょう、でありましょう 






肯定 ～い ～いです 
否定 ～くない ～くありません、～くないです 
過去 






肯定 ～かろう、～いだろう ～いでしょう 








肯定 ～る（辞書形） ～ます 
否定 ～ない ～ません 
過去 
肯定 ～た（だ） ～ました 
否定 ～なかった ～ませんでした 
現在 
推量 
肯定 ～るだろう ～るでしょう 









































































    1．到達目標：省略 
 
             聞く：省略 
                   ①日本語を用い、自分の考えや感情を正確に表現し、日本人と
自由にコミュニケーションできる。 
2．要求水準   話す  ②短時間の準備で、日本語による即席スピーチや学術見解を述
べ、（中略）場面や相手に合わせて適切に言葉遣いを選択し、
特に敬語を正確に使用することを目的とする。 
             読む：省略 
             書く：省略 
             訳す：省略 























































































































【表 10】 分析対象の教科書 
書名 出版社 冊数 該当年次 
『新編日語20（改訂版）』 上海外語教育出版社 全四冊 1・2年次 
『新編基礎日語（改訂版）』 上海訳文出版社 全四冊 1・2年次 
『新編日語21（改訂版）』 吉林教育出版社 全三冊 1・2・3年次 
『大家的日語22』 外語教学与研究出版社 全四冊 1・2年次 
『基礎日語総合教程』 高等教育出版社 全四冊 1・2年次 
『日語』 上海外語教育出版社 第五～八冊 3・4年次 





















【表 11】 『上海新編日語』（改訂版）における敬語リストの一部抜粋 









   ・これは先生のお荷物ですか。 












   ・お茶は私がお入れします。 
   ・先生をお宅まで車でお送りしました。 








   ・どうぞご利用ください。 
   ・しばらくお休みください。 








いるのかを調べた結果を【表 12】に示す。分析対象である 7種類の教科書のうち、大学 1・









【表 12】 敬語の出現部分及びページ数 



















































































 尊敬語 謙譲語 









する なさる いたす 
言う おっしゃる 申す・申し上げる 
食べる・飲む めしあがる・あがる いただく 
見る ごらんになる 拝見する 
思う  存じる 
あげる  さしあげる 
くれる くださる  
もらう  いただく・頂戴する 
聞く・尋ねる  伺う・承る 
訪ねる・訪問する  伺う・お邪魔する 
会う  お目にかかる 
知っている ご存知です 存じている 
見せる  お目にかける 



































































































●名詞、代名詞：あなた 先生 わたし 
●動詞：いらっしゃる おいでになる なさる めしあがる 
●補助動詞：お帰りになる してください していただく 
●助動詞：れる られる 
●接頭辞：ごぶさた ごくろう おたく 
 接尾辞：妹さん 山田さま 
































 ご～いたす ご（接頭辞）＋（ぶさた）サ変動詞語幹＋いたす（謙譲語） 
 長くごぶさたいたしております。 






























動詞 尊敬語 動詞 尊敬語 
行く・来る  見る ご覧になる 
いる いらっしゃる 着る お召しになる 
食べる・飲む  する  
寝る お休みになる くれる  
言う  死ぬ 亡くなる 
② お/ご－V－になる 
  ・お帰りになる     ・お話になる     ・        
  ・ご訪問になる     ・ご卒業になる    ・        
③ V―れる         ・待たれる      ・        
  V―られる        ・教えられる     ・        
（2）名詞 
① その名詞で表される人物を高めるもの 
  こちら・   ・あちら・どちら・どなた・方・令嬢・    
  ―さん・―  ・―氏 ・―方 ・―   
② 「お」、「ご」を付けてその名詞の広い意味での所有者を高めるもの 





  「お」が付くもの：お時間、お  、お名前、お  、お手紙 
  「ご」が付くもの：ご住所、ご  、ご結婚、ご  、ご研究 
（3）形容詞 
人の状態を表すイ形容詞・ナ形容詞には「お」、「ご」を付けて尊敬語にするもの 
  「お」が付くもの：お忙しい、お   、お早い、お元気 






動詞 謙譲語 動詞 謙譲語 
行く・来る  見る 拝見する 
いる おる 食べる・飲む  
する  知る・思う 存じる 
言う 申す 読む  
② お/ご V－する/いたす 
  ・お借りする     ・お待ちする     ・      
  ・ご説明する     ・ご準備いたす    ・      
（2）名詞 
 その人に関する名詞で表される人物を低めるもの 
 自分：わたくし・私ども・    




 聞き手＝先生     話し手＝学生     A さん＝クラスメート 
○学生 「私から A さんに説明いたします」 






















  お弁当、お手紙、お返事、（「ご返事」もある） 
b． 動詞 
 敬意を表す動詞： 
  いらっしゃる/いらっしゃいます ＝ 行く・来る・いる 
  おいでになる/おいでになります ＝ 行く・来る・いる 
  おっしゃる/おっしゃいます   ＝ 言う 
  召し上がる/召し上がります   ＝ 食べる・飲む 
  ご覧になる/ご覧になります   ＝ 見る・読む 
  なさる/なさいます       ＝ する 
  くださる/くださいます     ＝くれる 
 例：（1）先生はいらっしゃいませんか。 
  （2）先生はあしたの授業が８時からとおっしゃいました。 
  （3）どうぞたくさん召し上がって下さい。 








  わたくし、父、母、うち など。 
b． 動詞 
 謙遜を表す動詞： 
  参る/参ります             ＝ 行く・来る 
  いたす/いたします           ＝ する 
  おる/おります             ＝ いる 
  申す/申します             ＝ 言う 
  いただく/いただきます         ＝ 食べる・飲む・もらう 
  拝見する/拝見します          ＝ 見る 
  伺う/伺います             ＝ 聞く・たずねる・訪問する 
  お目にかかる/お目にかかります ＝ 会う 
  存ずる/存じる/存じます     ＝ 知る・思う 
 例：（1）では、来週の土曜日にいたしましょう。 
   （2）じゃあ、まず土曜日のご都合を伺いましょう。 
   （3）わたくしは李東と申します。 
   （4）もうたくさんいただきました。 





    （2）李 ：先生、こちらこそよろしくお願いいたします。  
    （3）先生：では、あとでお電話しますね。 
 （4）李 ：先生、わたしがご案内いたします。   
 



















【表 13】 各教科書における「敬語の分類」 
書 名 分 類 
『上海新編日語』（改訂版） 3種類 尊敬語・謙譲語・丁寧語 
『新編基礎日語』（改訂版） 3種類 尊敬語・謙譲語・丁寧語 
『吉林新編日語』（改訂版） 3種類 尊敬語・謙譲語・丁寧語 
『大家的日語』 3種類 尊敬語・謙譲語・丁寧語 
『基礎日語総合教程』 2種類 尊敬語・謙譲語 



























































































 ・山田先生は あした おたちになります。 
















 尊敬動詞より高い敬意を表す。「みます」「ねます」など、「ます」の前に 1 音節の動詞と
第三類動詞はこの形を作れない。また、特殊尊敬語のある動詞に関しては、尊敬動詞と「お
動詞ます形になります」より特殊尊敬語が優先的に使われる。 





  ・お帰りになる     ・お話になる     ・        





















和語動詞（Ⅰ・Ⅱ類動詞）：  お＋動詞の第一連用形＋になる 































☆ 次の文を読んでください。(敬語関連 3 問)  









☆ ○に仮名を入れなさい。（敬語関連 6 問） 
例：先生はいつもこの時間にご出勤○○○ますか。 
☆ 例のように言い換えなさい。（敬語関連 10 問） 
例：本を読みますか。→本をお読みになりますか。 
☆ 例にならって次の文を完成しなさい。（敬語関連 3 問） 
例：尊敬語は（       ）、尊敬の気持ちを表す敬語です。（話し相手） 
   →尊敬語は（話し相手に対して）尊敬の気持ちを表す敬語です。 
☆ （   ）の語を適切な敬語表現に変えなさい。（敬語関連 10 問） 
例：そちらにかけて（待ってください）。 
☆ 傍線を引いたところの表現を適切な敬語表現に言い換えなさい。（敬語関連 5 問） 
  例：佐藤：佐藤ですが。      
田中：佐藤さんですね。お待ちしておりました。どうぞこちらへ。 
☆ 次の質問に答えなさい。（敬語関連 3 問） 
例：先生はご出勤の前にじっくり新聞をお読みになりますか。 





第二冊の第 29課、第三冊の第 1課より翻訳引用 
☆ 言い換え(敬語関連総計 37 問) 
(1)「なさる」に関する練習 5 問  
例：待つ→お待ちになったでしょう。 
(2)「お/ご～する/いたす」に関する練習 10 問  
例：午後、お訪ねする。→午後、お訪ねしたいと思います。 





(4)「お～する」に関する練習 4 問  
例：そのことは先生にうかがいます。→そのことは先生におうかがいします。 
(5)「で(は)いらっしゃる」に関する練習 10 問  
例：山田先生ですか。→山田先生でいらっしゃいますか。 
(6)「～（さ）せていただきます」に関する練習 4 問 
  例：久しぶりに郷里の味を楽しむ。 
→久しぶりに郷里の味を楽しませていただきました。 
☆ 表埋め(敬語関連総計 53 問) 
(1) 「お～する」に関する練習 15 問  
例：うかがう→おうかがいする→おうかがいしない 
(2) 「お～になる」に関する練習 16 問  
例：飲む→おのみになる→おのみにならない 
(3) 「れる/られる」に関する練習 12 問  
例：読む→よまれる→よまれた→よまれない→よまれなかった 
(4) 尊敬語・謙譲語の表埋め練習 10 問 
  例：（尊敬語）なさる→する→（謙譲語）いたす 
☆ 中文和訳(敬語関連総計 6 問)   
例：王老师，您去寄信吗？我去寄吧。 
☆ 応用問題(敬語関連総計 8 問)  
例：「お父さん、山口先生がね、『明日 3 時ごろ、お宅へ (1)  』と、今日おことづ
けになりましたよ」 




☆ 言葉の使い方(敬語関連総計 52 問)   
(1)「お～になる」に関する 10 問  
例：へやへ お入りに なりますか。 




例：先生は もう 来られましたか。 
(3)「なさる」に関する 5 問  
例：家へ お帰りに なってから，何をなさいますか。 
(4)「お/ご～いたす」に関する 2 問  
例：長らく ごぶさたを いたしております。 
(5)「めしあがる」に関する 4 問 
例：何を めしあがりますか。 
(6)「ごらんになる」に関する 4 問  
例：絵の てんらんかいを ごらんに なりますか。 
(7)「いらっしゃる」に関する 5 問  
例：きょうは どちらへ いらっしゃいますか。 
(8)「おいでになる」に関する 5 問  
例：先生は もう おいでに なって いますか。 
(9)「まいる」に関する 3 問  
例：わたしは ことしの 四月に インドネシアから まいりました。 
(10)その他の敬語に関する 6 問  
例：「ご主人は いらっしゃいますか。」 「はい，おります。」 
☆ まるうめ(敬語関連総計 9 問)     
例：先生○ おたく○○ 何○ いう 新聞○ おとり○ なっていますか。 
☆ おきかえ(敬語関連総計 30 問)    
例：本を読みますか。→本をお読みになりますか。→本を読まれますか。 
☆ わくうめ(敬語関連総計 5 問)     
例：あなたが いらっしゃるなら，わたしも まいります。 
☆ 問いと答え(敬語関連総計 5 問)   









  例：ききます→きかれます 
    いきます、きます、います→いらっしゃいます 
(2)謙譲語に関するまとめ表一つ 
  例：いきます、きます→まいります 
(3)尊敬語の例文 8 文 
  例：伊藤先生は さっき でかけられました。 
          あしたは  こられません。 
(4)謙譲語の例文 12 文 
  例：私が かさ  を お かしします。 
       ぶちょう   おくり 
       コーヒー    いれ 
☆ 練習 B 
(1)「お/ご～になる」に関する練習 8 問 
  例：社長は もう 帰りました 
    → 社長は もう 帰られました。 
(2)「お～になる」に関する練習 8 問 
  例：先生は 新しい パソコンを 買いました 
    → 先生は 新しい パソコンを お買いに なりました。 
(3)「お～ください」に関する練習 8 問 
  例：この ボールペンを 使ってください 
    → この ボールペンを お使い ください。 
(4)「お/ご～する」に関する練習 12 問 
  例：手伝います → お手伝いしましょうか。 
(5)尊敬語/謙譲語に言い換える練習 12 問 
  例：いつ 佐藤さんに 会いましたか（きのう） 
    → いつ 佐藤さんに お会いに なりましたか。 
      ……きのう 会いました。 
(4)尊敬語の質問に答える練習 8 問 
  例：どのぐらい 日本に いらっしゃいますか。（3 年） 




(5)「話題人物」に尊敬語を使う練習 8 問 
  例：田中さんは もう 来ましたか 
    → 田中さんは もう いらっしゃいましたか。 
(6)「～てもよろしいでしょうか」に関する練習 4 問 
  例：お茶を飲みます → お茶を いただいても よろしいでしょうか。 
☆ 練習 C 
(1)尊敬語に関する会話練習 3 問 
  例：A：①会社を やめられたそうですね。 
    B：ええ。 
    A：いつ ①おやめに なったんですか。 
    B：②2 ヶ月まえに ①やめました。 
     1） ① 新しい 仕事を 始めます 
        ② 先月 
(2)謙譲語に関する会話練習 3 問 
  例：A：①重そうですね。 
      ②お持ちしましょうか。 
    B：すみません。お願いします。 
     1） ① 忙しそうです 
        ② 手伝います 
☆ 問題 
(1)尊敬語の（）埋め問題 8 問 
  例： 社長は 何か スポーツを （ されます ）か。 
     …ゴルフを します。 
(2)謙譲語の書き換え選択問題 4 問 
  例： お荷物、重そうですね。（ 持ちます→お持ちし ）ましょう。 
(3)尊敬語/謙譲語の線埋め問題 8 問 
  例： この 本を 書いたのは だれですか。 
     …わたしの 研究室の 先生が お書きに なりました。 
(4)尊敬語/謙譲語の会話文練習 5 問 




    B：田中と （      ）が、ミラーさんは （       ）か。 
(5)読解問題文章二つ 




☆ 表埋め（敬語関連総計 9 問） 
(1)尊敬語に関する練習問題 5 問 
  例：行く・来る→いらっしゃる （尊敬語）   
(2)謙譲語に関する練習問題 4 問 
  例：行く・来る→いらっしゃる （謙譲語） 
☆ 線埋め（敬語関連総計 19 問） 
(1)尊敬語に関する練習問題 15 問 
  例：こちら・   ・あちら・どちら・どなた・方・令嬢・    
(2)謙譲語に関する練習問題 4 問 





(1)尊敬 1（8 問） 
  例： する → なさる → なさいます 
(2)尊敬 2（4 問） 
  例： 辞書を買う（先生） 
    →わたしは辞書を買いました。先生もお買いになりました。 
(3)尊敬 3（4 問） 
  例： 田中先生は歩くのが速い  
    →歩くのがお速いですね。 
(4)謙譲 1（8 問） 




(5)謙譲 2（8 問） 
  例： スーツケースを持つ（わたし） 
    →スーツケースをお持ちします/お持ちいたします。 
(6)V てくださいませんか（4 問） 
  例： 手紙を出す → 手紙を出してくださいませんか。 
(7)お/ご V ください（4 問） 
  例： 京料理を楽しんでください  
→京料理をお楽しみください。 
(8)くださる・いただき（4 問） 
  例： 先生⇒（京劇の本）⇒姉 
    →先生は姉に京劇の本をくださいました。 
    →姉は先生に京劇の本をいただきました。 
(9)さしあげる（4 問） 
  例： 母：これ、京劇のチケットです。どうぞ。 
     絵の先生：あ、これ見たかったんです。どうもありがとうございます。 
    →母は絵の先生に京劇のチケットを差し上げました。 
(10)V てくださる（4 問） 
  例：友達のお父さん：アルバイトを紹介しましょうか。 
    わたしの弟：ありがとうございます。よろしくお願いします。 
   →友達のお父さんが弟にアルバイトを紹介してくださいます。 
(11)V ていただく（4 問） 
  例：わたし：あのう、すみませんが、スピーチの原稿を見てくださいませんか。 
    先生：ええ、いいですよ。…はい、直しました。 
   →（わたしは）先生にスピーチの原稿を見ていただきました。 
(12)V てさしあげる（4 問） 
  例：わたし：先生、お荷物をお持ちしましょうか。 
    先生：そうですか。じゃあ、すみませんが、お願いします。 
    わたし：はい。 





(1)尊敬語に関する練習 12 問 
  例： 来週のシンポジウムに参加する 
    先 生：A さんは、来週のシンポジウムに参加しますか。 
    A さん：はい、参加いたします。先生も参加なさいますか。 
    先 生：ええ。 
(2)謙譲語に関する練習 7 問 
  例： ①来週、日本からお客さんが来るんですよ 
     ②わたしが大学を案内する 
    先生：①来週、日本からお客さんが来るんですよ。 
    学生：では、②わたしが大学をご案内します/いたします。 
    先生：ありがとう。 
☆ 発展練習（ロールプレイ 2 問） 








 あなたは日本語の先生です。仕事が忙しく、今週の土曜日は 1 日仕事をしなくてはなり
ません。日曜日には仕事はありません。学生から電話がかかります。 
☆ 読解文（二つ） 
  例：旅行のパンフレット（省略） 






























































































たため、本節では、以下の 4種類全 16冊を分析対象とする。 
 
【表 14】 分析対象の教師用指導書 
書名 出版社 冊数 
『上海新編日語(改訂版)教学指南』 上海外語教育出版社 全四冊 
『大家的日語・学習輔導用書』 外語教学与研究出版社 全四冊 
『基礎日語総合教程・教学参考書』 高等教育出版社 全四冊 


































                           














五段動詞未然形＋れる 行く→行かれる    読む→読まれる 
一段未然形＋られる  見る→見られる    出かける→出かけられる 
サ変動詞未然形＋れる 研究する→研究される 出席→出席される 



























お＋動詞連用形＋になる  読む→お読みになる   教える→お教えになる 
ご＋サ変動詞語幹＋になる 心配する→ご心配になる 出席する→ご出席になる 











お＋動詞連用形＋なさる  喜ぶ→お喜びなさる   やめる→おやめなさる 




























































ア段 早い→お早うございます 語尾の仮名→オ段仮名＋うございます 
イ段 よろしい→よろしゅうございます 語尾の仮名→ゅ＋うございます 
ウ段 暑い→暑うございます い→う＋ございます 






































































































































① 中村さんは 7 時に 来られます。 
② お酒を やめられたんですか。 
（2）お動詞ます形に なります 
 尊敬動詞に比べ高い敬意を表す。「みます」「ねます」など、「ます」の前に 1 音節の動詞
と第三類動詞はこの形が使えない。また、特殊尊敬語のある動詞に関しては、尊敬動詞と
「お動詞ます形になります」より特殊尊敬語を優先に使う。 




④ ワット先生は 研究室に いらっしゃいます。 
⑤ どうぞ 召し上がって ください。 
[注]「いらっしゃいます」「なさいます」「くださいます」「おっしゃいます」は第一類動詞
であり、変形の際「ます形」以外は「ら行」動詞として扱う。 
⑥ ワット先生は テニスを なさいますか。 







  …いいえ、なさらないと 思います。 
（4）お動詞ます形 ください 
 依頼や勧誘の際敬意を表すための表現である。 
⑦ あちらから お入り ください。 
[注]（3）の特殊動詞はこの形で使うことができないが、「めしあがります」は「おめしあ






（名詞）  お国、お名前、お仕事 
（な形容詞）お元気、お上手、お暇 
（い形容詞）お忙しい、お若い 
（名詞）  ご家族、ご意見、ご旅行 
（な形容詞）ご熱心、ご親切 










② 私が 社長に スケジュールをお知らせします。 
③ 兄が 車で お送りします。 
 ①は聞き手に、②は話題の人物に、話し手自身の行為を低めて述べる表現である。また、
③の行為者は話し手自身ではなく、話し手に属する「ウチの人」である。 
 なお、「みます」「います」など、「ます」の前に 1 音節の動詞と第三類動詞はこの形が使
えない。 
（2）ご動詞（Ⅲ類） 














⑥ 社長の 奥様に お目にかかりました。 
⑦ あしたは だれが 手伝いに 来て くれますか。 
  …私 が 伺います。 
（2）話し手の行為は聞き手と話題の人物と無関係の場合 
⑧ ミラーと 申します。 





⑩ 電話は 階段の 横に ございます。 
2）～でございます 
 「～でございます」は「～です」の丁寧語である。 




⑩ お飲み物は 何が よろしいでしょうか。 
…コーヒーを お願いします。 












































































































































 例 文 は 場
面 と 切 り 離
されており、




















先 生 の 例






























































表 現 形 式
の 示 し 方 が

















第 4 節 調査結果に基づく総合考察 
 




































































































  ほぼ一致 































































































































































































第 6 章 中国の大学日本語専攻教育における敬語教育の調査結果から 
 




















た。実際、第 3 章と第 4 章の調査においても、調査協力者が大学で受けた、あるいは行

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                           
34 前身である『をちこち(遠近)』は、日本で唯一の国際交流専門誌で、国際交流基金(ジャパンファ


























































































































第 3 節 教科書の観点が敬語教育に改善をもたらす可能性 
 






















































































































































































































































































































第 7 章 中国の大学日本語専攻教科書における敬語の扱い方を再考す
るための前提 
 























































































































































































































































































































































































































































































 尊敬語      「いらっしゃる・おっしゃる」型 
 謙譲語Ⅰ     「伺う・申し上げる」型 
 謙譲語Ⅱ （丁重語）「参る・申す」型 
 丁寧語      「です・ます」型 


























































































































































そこで、第 8 章から第 10 章にかけて、この三つの新観点に基づき、中国の大学日本語
専攻教科書における敬語の扱い方について、それぞれ以下の 3ステップを踏んで、検討し
ていきたい。 










































































【表 15】 現行の敬語の基本認識に関する記述 





















































































































  ① 相手や周囲の人と自分との間の関係を表現するものであり，社会生活 
   の中で，人と人がコミュニケーションを円滑に行い，確かな人間関係を 
   築いていくために不可欠な働きを持つ。 
  ② 相手や周囲の人，その場の状況についての，言葉を用いる人の気持ち 
   （「敬い」「へりくだり」「改まった気持ち」など）を表現する言語表現 





  ① 敬語は，自らの気持ちに即して主体的に言葉遣いを選ぶ「自己表現」 
   として使用するものである。 
  ② 「自己表現」として敬語を使用する場合でも，敬語の明らかな誤用や 




  とが必要である。 
 
（２）世代や性による敬語意識の多様性 
   敬語の使い方の違いには，その敬語についての理解や認識の違いが反映 
  していることを考慮するとともに，他者の異なる言葉遣いをその人の「自 
  己表現」として受け止めることが大切である。 
 
（３）いわゆる「マニュアル敬語」 
   場面ごとに過度に画一的な敬語使用を示す内容とならないよう注意する 
  必要がある。ただし，マニュアル自体は敬語に習熟していない人にとって 
  は有効である。 
 
（４）新しい伝達媒体における敬語の在り方 
   社会の各方面で，それぞれの目的や状況に即した工夫や提案がなされる 
  ことを期待する。ここでも「自己尊重」と「自己表現」が原則である。 
 
（５）敬語についての教育 
   人が社会生活において敬語を活用できるようになる過程では，学校教育 










































































 間もなく 1 番線に電車が参ります。危ないですから白線の内側にお下がりください。 












                                                        
【課題２】 敬語の定義について、辞書などで調べてみましょう。  
出典： 
 敬語とは、                                           










   何をおっしゃってるの？ 
【4】（母親が子供に） 
   早くおっしゃい。 
 
「敬語」と「敬意」の関係は？                                                 
















【1】の「おっしゃる」は                 という学生の意識を表す。 
【2】の「おっしゃる」は                という質問者の意識を表す。 
【3】の「おっしゃる」は                  という妻の意識を表す。 
















                                                  
 








































                 （「帰る」の尊敬語＋丁寧語（ました）） 




































（「飯」の美化語）       （「弁当」の美化語）   
 A：私も。お天気いいから、外で食べよう。 
（「天気」の美化語）  

















































































































































                                          
                                            
                                           
【課題２】 次の場面にふさわしい中国語と日本語の言い方を考えましょう。 
（１）（相手に年を尋ねるとき） 
中国語（親しい後輩に）                               
（初対面の年配の人に）                                      
日本語（親しい後輩に）                               
（初対面の年配の人に）                                 
 
（２）（自分を待ってほしいと頼むとき） 
中国語（仲のいい友達に）                              
  （取引先のお客さんに）                                   
日本語（仲のいい友達に）                              
  （取引先のお客さん）                                
 
（３）（相手に聞きたいことがあるとき） 
中国語（家で自分の家族に）                                     
（就職説明会で担当者に）                                      
日本語（家で自分の家族に）                                     
（就職説明会で担当者に）                            
 
（４）（相手に忙しいかどうかを尋ねるとき） 
中国語（高校時代の同級生に）                               
（会社の上司に）                                      
日本語（高校時代の同級生に）                               
（会社の上司に）                                 
 
（５）（学校に来るかどうかを尋ねるとき） 
中国語（クラスメートに）                              




日本語（クラスメールに）                              
  （担任の先生に）                                
































形は唯一ではなく、場合によっては 10 種類以上に上ることもあるほど複雑です。 




                                                  





































































  （取引先のお客さんに）请您稍等。 
日本語（仲のいい友達に）ちょっと待って。 
















  （担任の先生に）老师，您明天来吗？ 
日本語（クラスメールに）明日、来る？ 
















































  平成 23 年度「国語に関する世論調査40」における敬語に関する調査結果 
 
 
平成 25 年度「国語に関する世論調査」における敬語に関する調査結果 
                           
40 文化庁が平成７年度から毎年実施しているもので，日本人の国語に関する意識や理解の現状につ
いて調査し，国語施策の立案に資するとともに，国民の国語に関する興味・関心を喚起することを











                                                 
                                          
                                                 
                                                              














情報源：          からの意見  
見解：敬語は 必要 必要でない 




                                              
                                            
                                                   
 
情報源：          からの意見  
見解：敬語は 必要 必要でない 
理由：                                          
                                             
                                            




平成 23 年度「国語に関する世論調査」における敬語に関する調査結果 
・    と話すとき……………………………………………………………83.3％ 
・    と話すとき……………………………………………………………81.9％ 
・知らない人（同年輩又は年齢が上と思われる人）と話すとき……………79.3％ 
・    と話す時とき…………………………………………………………64.7％ 
・相手のことを立てたいとき……………………………………………………39.1％ 
・    を円滑にしたいとき…………………………………………………38.5％ 
・知らない人（明らかに年齢が下と思われる人）と話すとき………………36.2％ 
・意識的に      を出したいとき………………………………………33.5％ 
・ものを頼みたいとき……………………………………………………………33.1％ 
・有利に話を進めたいとき………………………………………………………10.5％ 
・   を表したいとき…………………………………………………………10.3％ 






































































































































































































































































































































































































































謙 譲 語 Ⅰ
＋ 謙 譲 語

















【表 17】 「敬語の指針」における「敬語の仕組み」 
分類 
五分法 






























































































































































































































































































































































     種類  
それぞれの名称：                                       
 
【課題２】 ここでは、敬語を 5 種類で紹介します。以下の表に合わせ、自分の調べた結





五分法 四分法 三分法 



















































                                                 














蒲谷（2013）では、敬語を更に細分化し、以下のように 11 分類が提唱されている。 
敬語分類表 









































謙 譲 語 Ⅰ
＋ 謙 譲 語


































って生じる問題点については、「☞ 丁重語」、「☞ 丁寧語」と「☞ 美化語」のところで
詳しく述べています。 





































お帰りになる、ご健勝、お下がりください、方、～でいらっしゃる、どなた様                   
謙譲語： 
ご帰宅なさる、お慶び申し上げる、ご応募いただく、ご通知申し上げる、伺う                  
丁重語： 
参る、通過いたす、申す                                       
丁寧語： 





おなか、ご飯、お弁当、お天気                           























                                           
【課題２】 【課題３】の例から、それぞれ「行為」、「状態」、「物事」に当てはまる尊敬
語を選んでみましょう。 
「行為」の例：                                        




「物事」の例：                                    








例：来る→来られる 書く→      
出席する→出席される 購入する→      
お/ご～になる 
例：使う→お使いになる 立つ→      
利用する→ご利用になる 説明する→      
お/ご～だ 
例：呼ぶ→お呼びだ 帰る→      
利用する→ご利用だ 出発→      
お/ご～なさる 
例：話す→お話なさる 出かける→      
結婚する→ご結婚なさる 到着する→      
お/ご～くださる 
例：読む→お読みくださる 話す→      










  熱心→                    
副詞 お/ご～ 
例：互いに→お互いに 早めに→      
ゆっくり→ごゆっくり もっとも→      
名詞 
お/ご～ 
例：電話→お電話 名前→      







  鈴木部長だ→             








                                          
 






















































                                          
【課題３】 
ねらい 




























































  鈴木部長だ→鈴木部長でいらっしゃる 


















尊敬語動詞「お/ご～になる」は、                              
という性質も持っている。 




 ・帰る→お帰りになる    ・話す→          ・書く→        
・            ・             ・          
 （２）ご＋サ変名詞＋になる 




・             ・             ・          











・ 1 時間前に帰宅しました→ 
・ 祝日は利用できません→ 
・ 他の目的で使用しないでください→ 
                                               
【課題４】 以下の言い方ができるかどうか、調べてみましょう。 
そして、「お/ご～になる」はすべての動詞に適用できるのかを考えてみましょう。 
 ・見る→お見になる   ・寝る→お寝になる   ・来る→お来になる 
 ・行く→お行きになる  ・言う→お言いになる  ・食べる→お食べになる 
 ・死ぬ→お死にになる  ・殺す→お殺しになる  ・失敗する→ご失敗になる 
「お/ご～になる」の形が作れない動詞：                            
                                           
                                            












                                          
 

















































 ・帰る→お帰りになる    ・話す→お話しになる    ・書く→お書きになる  
・読む→お読みになる    ・待つ→お待ちになる    ・作る→お作りになる 
 （２）ご＋サ変名詞＋になる 
・訪問する→ご訪問になる ・卒業する→ご卒業になる ・利用する→ご利用になる     



















































例：×お来になる ×お見になる ×お寝になる  
制約② 特殊形がある動詞 
例：×お言いになる ×お行きになる ×お食べになる49 
制約③ 謙譲語の動詞 
 例：×おいたしになる ×お伺いになる ×お申しになる 
制約④ 外来語や擬態語、擬音語系の動詞 
 例：×おノックになる ×おのんびりになる ×おバクバクになる 
制約⑤ 人間またはその集まり（会社・団体など）を主語としない動詞 
 例：×（雨や雪が）お降りになる ×（花が）お咲きになる 
制約⑥ 意味がよくない、または品のない動詞 
 例：×ご失敗になる50 ×お殺しになる ×お死にになる51  
制約⑦ 複合動詞の多く52 






















































共通点：                                              
相違点：                                            








例：会う→お会いする   手伝う→       
案内する→ご案内する   連絡する→       
お/ご～申し上げる 
例：願う→お願い申し上げる   詫びる→       
連絡する→ご連絡申し上げる   挨拶する→       
お/ご～いただく 
例：書いてもらう→お書きいただく 知らせてもらう→       
理解してもらう→ご理解いただく 説明してもらう→       
～（さ）せていただく53 
例：帰る→帰らせていただく  答える→       
   報告する→報告させていただく  確認する→       
名詞 お/ご＋名詞 
例：手紙→お手紙   電話→       
  説明→ご説明   相談→       












                                          
















   表題の件で、早速のお返事、ありがとうございます。 
②（先生への返信メール） 
   表題の件で、お返事が遅くなり、申し訳ございません。 
③（幼稚園で先生が幼児に） 





























































































   報告する→報告させていただく 確認する→確認させていただく 
名詞 お/ご＋名詞 
例：手紙→お手紙 電話→お電話 






















謙譲語動詞「～（さ）せていただく」は、                              
という性質も持っている。 







 ・使う→使わせていただく ・帰る→          ・作る→        
・            ・             ・          
 （２）サ変名詞＋させていただく 
・案内する→案内させていただく     ・卒業する→            
・利用する→              ・                   
・                   ・               
                                               
【課題３】 例にしたがって、以下の文を言い換えてみましょう。 
例：本日は休む→本日は休ませていただきます。 
       →本日は休ませていただきたいんですが… 
       →本日は休ませていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 辞書を使う→ 
       → 
       → 
・ 写真を撮る→ 
       → 
       → 
・ 本を読む→ 
      → 
      → 
・ コピーをとる→ 
        → 
        → 
例：会議を欠席する→会議を欠席させていただきます。 
         →会議を欠席させていただきたいんですが… 





          → 
          → 
・ 予定を変更する→ 
         → 
         → 
・ 荷物を確認する→ 
         → 
         → 
                                               
【課題４】 例を参考に、以下の動詞をそれぞれの形に言い換えてみましょう。 
そして、二つの言い方がどう違うのかについて、考えてみましょう。 
例：買う→買っていただく ⇔ 買わせていただく 
  参加する→参加していただく ⇔ 参加させていただく 
 
会う→        ⇔          
  区別：                                        
  待つ→        ⇔          
区別：                                        
答える→        ⇔          
  区別：                                        
報告する→        ⇔          
  区別：                                        
準備する→        ⇔          
  区別：                                        
コピーする→        ⇔          
  区別：                                        








                                          












































・使う→使わせていただく ・帰る→帰らせていただく  ・作る→作らせていただく  
・言う→言わせていただく ・送る→送らせていただく  ・来る→来させていただく54 
 （２）サ変名詞＋させていただく 
・案内する→案内させていただく     ・卒業する→卒業させていただく   
・利用する→利用させていただく     ・発表する→発表させていただく     
・欠席する→欠席させていただく     ・コメントする→コメントさせていただく 















       →本日は休ませていただきたいんですが… 
       →本日は休ませていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 辞書を使う→辞書を使わせていただきます。 
       →辞書を使わせていただきたいんですが… 
       →辞書を使わせていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 写真を撮る→写真を撮らせていただきます。 
       →写真を撮らせていただきたいんですが… 
       →写真を撮らせていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 本を読む→本を読ませていただきます。 
      →本を読ませていただきたいんですが… 
      →本を読ませていただいてもよろしいでしょうか。 
・ コピーをとる→コピーをとらせていただきます。 
        →コピーをとらせていただきたいんですが… 
        →コピーをとらせていただいてもよろしいでしょうか。 
例：会議を欠席する→会議を欠席させていただきます。 
         →会議を欠席させていただきたいんですが… 
         →会議を欠席させていただいてもよろしいでしょうか。 
・ ブログで紹介する→ブログで紹介させていただきます。 
          →ブログで紹介させていただきたいんですが… 
          →ブログで紹介させていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 予定を変更する→予定を変更させていただきます。 
         →予定を変更させていただきたいんですが… 
         →予定を変更させていただいてもよろしいでしょうか。 
・ 荷物を確認する→荷物を確認させていただきます。 
         →荷物を確認させていただきたいんですが… 
         →荷物を確認させていただいてもよろしいでしょうか。 
補足説明  

















例：買う→買っていただく ⇔ 買わせていただく 
  参加する→参加していただく ⇔ 参加させていただく 
 















































































丁重語とは、                                          













・共通点：                                           
                                                
・相違点：                                           
                                                














名詞 接頭辞「愚・小・拙・弊…～」 例：愚見、小生、拙著、弊社 







                                          






















































































































                                                 
【課題２】 以下の表を埋めてみましょう。 
そして、それぞれの性質に着目し、二つの言い方の違いを考えましょう。  




















      そして、理由も考えてみましょう。 
（１）（自己紹介で）私は王と申します。 
理由：                                      
（２）（自己紹介で）私は王と申し上げます。 
理由：                                      
（３）（駅のアナウンス）ただいま電車が参ります。 
理由：                                      
（４）（お手紙で）暖かくなってまいりました。 
理由：                                      
（５）（メールで）楽しみにお待ちしております。 
理由：                                      
（６）（講演で）近年、人口が減少しております。 
理由：                                      
（７）（電話で）その件なら、存じ上げておる。 
理由：                                      
（８）（シンポジウムで）ご質問がございますか。 
理由：                                       
















































普通の言い方 丁重語の特殊形 謙譲語の特殊形 両者の違い 







行く 参る 伺う 















理由：自己紹介の聞き手や読み手に対して丁重に述べているため。              
（２）（自己紹介で）私は王と申し上げます。× 
理由：ここでは、「申し上げる」の相手や第三者にが存在しないため。             
（３）（駅のアナウンス）ただいま電車が参ります。○ 





理由：丁重語の「～てまいる」は、高める必要のない物事にも使えるため。               
（５）（メールで）楽しみにお待ちしております。○ 
理由：メールの読み手に対して丁重に述べているため。                 
（６）（講演で）近年、人口が減少しております。○ 
理由：講演の聞き手に対して丁重に述べているため。                 
（７）（電話で）その件なら、存じ上げておる。× 
理由：電話の聞き手に対して丁重に述べることとタメ口が矛盾しており、丁寧語と組み合
わせる（「存じ上げております」）必要があるため。                 
（８）（シンポジウムで）ご質問がございますか。× 
理由：丁重語の「ござる」は自分や自分側に用いるものであるため、高くする必要のある
相手や第三者に使うのが失礼であるため。                    













































































【表 18】 現行の敬語表現における「お/ご～になる」に関する記述 




李  先生は毎朝何時にお目覚めになりますか。 
村松 毎朝六時ごろ起きます。（中略） 
李  先生はご出勤の前に新聞をお読みになりますか。 
村松 時間がないので、簡単に目を通すだけです。重要な記事は学校から帰ってじっくり読
むことにしています。 
李  先生のお宅は何という新聞をお取りになっていますか。 
村松 わたしのうちでは、「人民日報」と「チャイナデーリー」を取っています。 
李  朝、ラジオをお聞きになりますか。 
村松 支度をしなければなりませんから、聞くのは天気予報とニュースぐらいです。（中略） 
李  どこでお乗りになりますか。 
村松 家の近くで地下鉄に乗ります。（中略） 
李  先生はご出勤のたびに切符をお買いになりますか。 
村松 いいえ、交通カードを持っていますから。 
李  お宅を七時ちょっと前に出られると、何時ごろ学校にお着きになりますか。（後略） 
（職員室で） 
李  先生は今日何時ごろお帰りになりますか。 
村松 四時ごろ帰ろうと思っています。（中略） 
李  何にお書きになったんでしょうか。 
村松 『日本語ジャーナル』という雑誌です。（中略） 













お＋動詞連用形＋になる   





















田中：ええ、地下鉄は いいんですが、バスを 何台か 待ちました。 














①きく→ ②やすむ→ ③はなす→ ④飲む→ ⑤帰る→ 
・表埋め  例：飲む おのみになる おのみにならない 
書く 急ぐ 話す 呼ぶ 乗る 帰る 作る 入る 買う 降


























































③薬を飲みますか。      
④たばこをすいますか。 
⑤バスに乗りますか。     
⑥少し待ちますか。 
⑦手をあらいますか。     
⑧くつをぬぎますか。 
⑨花子さんと会いますか。   
⑩駅前を通りますか。 




















・社長は もう お帰りに なりました。 
練習 A ・社長は もう おかえり に なりました。 
             やすみ 
練習 B 例：先生は新しいパソコンを買いました 






      →いつ佐藤さんにお会いになりましたか。 















・お帰りになる ・お話になる ・        






























尊敬 2 例 辞書を買う（先生） 
  →わたしは辞書を買いました。先生もお買いになりました。 








(1)日本の雑誌を読む      (2)胡先生と話す 




























































































































































                                                
                                                




















                                         



















A チェックインされた     B おチェックインになった 
C チェックインいたした    D チェックインさせていただいた 
 
質問（２）自分の選んだ言い方は、どのような性質を持っていますか。 
                                         
                                          
 
質問（３）自分の選んだ言い方は、ここではどのような機能を果たしていると思いますか。 
                                         
                                          




 可能 受け身 尊敬語 
書く    
教える    
指導する    
来る    


























































































                                                                  
【課題３】  

































                                           
 
質問（２）自分の選んだ敬語は、どのような性質を持っているのかを考えてみましょう。 
                                                




                                                














                                                     




                                                  




                                                     
                                                 
                                                     













                                                  




                                                 




                                                                     
                                                                    








































































































































































 間もなく 1 番線に電車が参ります。危ないですから白線の内側にお下がりください。 




















                                                
                                             




 はじめまして。王と（言います→）       。 
中国から（来ました→）         。 
どうぞ、よろしく（お願いする→）        。 
 
質問（１）下線部について、ふさわしいと思われるを言い方を考えましょう。 
                                                 
 
質問（２）自分の選んだ言い方の性質について、考えましょう。 
                                         
                                         
 
質問（３）自分の選んだ言い方は、ここではどのような機能を果たしていると思いますか。 
                                         









立秋とはいえ、連日の猛暑が（続いている→）        が、皆様はいかがお過
ごしでしょうか。紅葉の頃にぜひお越しください。今年は鮮やかな色づきが期待できそ




A 続いています     しています      
B 続いております     しております 
C 続いていらっしゃいます     していらっしゃいます 
 
質問（２）自分の選んだ言い方は、どのような性質を持っていますか。 
                                         
                                          
 
質問（３）自分の選んだ言い方は、ここではどのような機能を果たしていると思いますか。 
                                         




                                         
                                          
                                          









                                          











場面①（会議で課長 A が課長 B に言う）社員に連絡する。→社員に連絡します。 
場面②（会議で社員 A が課長に言う）社員 B に連絡する。→社員 B に連絡いたします。 
























C 高める必要のない物事について、聞き手や読み手に対して丁重に述べる。  
D 聞き手や読み手に対して丁寧に述べる。 
質問（２） 
















































































































































                                              
【課題２】 以下の普通の言葉を敬語化してみましょう。穴を埋めてください。 
普通の言葉 尊敬語 謙譲語 丁重語 謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ 
会う     




言う     
行く     
いる     
思う     
借りる     
聞く     
着る     
来る     
くれる     
知る     
（～）する     
訪ねる・尋ねる     
食べる・飲む     
寝る     
見る     
もらう     
やる・あげる     
読む     
～ている     
～てくれる 
 
   
～てくる/いく     




～てやる/あげる     
                                              
【課題３】 例にしたがって、敬語化の練習をしてみましょう。 
例：読む→読んでくれる→（尊敬語）先生が読んでくださいます/お読みくださいます 
    →読んでもらう→（謙譲語）先生に読んでいただきます/お読みいただきます 
・ 書く→書いてくれる→（尊敬語）先生が         /          
    →書いてもらう→（謙譲語）先生に         /          
・ 話す→話してくれる→（尊敬語）先生が         /          
    →話してもらう→（謙譲語）先生に         /          
・ 言う→言ってくれる→（尊敬語）先生が          
   →言ってもらう→（謙譲語）先生に          
・ 見る→見てくれる →（尊敬語）先生が          
   →見てもらう →（謙譲語）先生に          
・ 指導する→指導してくれる→（尊敬語）先生が        /         
      →指導してもらう→（謙譲語）先生に        /         
・ 利用する→利用してくれる→（尊敬語）先生が        /         
      →利用してもらう→（謙譲語）先生に        /         
・ デザインする→デザインしてくれる（尊敬語）先生が        
        →デザインしてもらう（謙譲語）先生に        








































普通の言葉 尊敬語 謙譲語 丁重語 謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ 




ある   ござる  




伺う 参る  
いる いらっしゃる  おる  
思う   存じる  















 参る  
くれる くださる    
知る ご存知（だ） 存じ上げる 存じる  
（～）する （～）なさる  （～）いたす お/ご～いたす 
訪ねる・尋ねる  伺う   
食べる・飲む 召し上がる いただく   
寝る お休みになる    





やる・あげる  差し上げる   
読む  拝読する  拝読いたす 
～ている ～ていらっしゃる  ～ておる  
～てくれる ～てくださる 
お/ご～くださる 
   






















    →読んでもらう→（謙譲語）先生に読んでいただきます/お読みいただきます 
・ 書く→書いてくれる→（尊敬語）先生が書いてくださいます/お書きくださいます 
    →書いてもらう→（謙譲語）先生に書いていただきます/お書きいただきます 
・ 話す→話してくれる→（尊敬語）先生が話してくださいます/お話しくださいます 
    →話してもらう→（謙譲語）先生に話していただきます/お話しいただきます 
・ 言う→言ってくれる→（尊敬語）先生が言ってくださいます 
   →言ってもらう→（謙譲語）先生に言っていただきます 
・ 見る→見てくれる →（尊敬語）先生が見てくださいます 
   →見てもらう →（謙譲語）先生に見ていただきます 
・ 指導する→指導してくれる 
→（尊敬語）先生が指導してくださいます/ご指導くださいます 




      →利用してもらう 
→（謙譲語）先生に利用していただきます/ご利用いただきます 
・ デザインする→デザインしてくれる（尊敬語）先生がデザインしてくださいます 







































  皆さん、手元の資料を見てください。 
  → 
(2)（メールで先生と相談する） 
  明日、午後 3 時に研究室に行ってもいい？ 
  → 
(3)（新入生歓迎会での自己紹介） 
  中国の大連から来た李紅だ。 
  → 
(4)（ホームページで美容院の宣伝） 
  お客さんに満足してもらえるサービスを提供する。 
  → 
(5)（ネットの書き込み） 
  少子高齢化について、皆さんはどう考えている？ 
  → 
(6)（受付が社内の人に伝える） 
  ABC 証券の山田さんが受付で待っている。 
  → 
(7)（結婚式で新郎の謝辞挨拶） 
  今日は雨の中、私たちの結婚披露宴に出席してくれた皆さんに深く感謝する。 
  → 
(8)（取引先へのお詫び） 
  今回自分の会社のミスで、迷惑をかけて本当にすまない。 
  → 
(9)（目上の相手の誘いを断る） 
  せっかく誘ってもらったのにすまないが、また次回ぜひ誘ってもらえるとうれしい。 
  → 
(10)（母親が子供に） 
  彩ちゃん、掃除が終わったら、ママと一緒に料理しようか。 





















































































































先生のご都合のいい時にしたいと思いますが、いつがよろしいでしょうか。             
先生：そうですね。来週の土曜日なら大丈夫ですよ。 
学生：（来週の土曜日に決定し、クラスのみんなに伝えることを表明する） 
では、来週の土曜日にしましょう。早速、クラスのみんなに伝えます。             
先生：誘ってくれてありがとう。楽しみですね。 
学生：（感謝の気持ちを表し、みんなが喜ぶことを伝える） 



















                                              
【課題２】クラスでの個人発表 
     （）内の説明を参考に、下線部の言い方を考えましょう。 




                                               
 学生：お願いします。  
 王明：（新しい用語の意味について、聞き手に確認する） 
                                               
 学生：（分からない顔をする） 
 王明：（配布資料を見るよう指示し、新しい用語の説明を行う） 
                                               
    【発表内容を省略】 
 王明：（スピーチを終わらせ、質問を呼びかける） 
                                                
 学生：（感想を述べた後、質問する） 
                                                  
 王明：（質問を受け、回答する） 
                                                
    【回答内容を省略】（ほかに質問はないか確認する） 





                                                
 王明：（質問を受け、回答する） 
【説明内容を省略】（ほかに質問はないか確認する） 









                                                
                                               
【課題３】お礼状メール 




















































































































































































































































































                                              
 









                                                                                   
第 1部 【認識編】―敬語の基本認識について 
                                                                            
☞ 日本語の敬語とは→→→記述試案例その①  
☞ 日本語の敬語の特徴  
☞ 中国語の敬語と日本語の敬語→→→記述試案例その②  
☞ 敬語は必要なのか→→→記述試案例その③  
☞ 敬語は重要なのか  
                                                                                
第 2部 【形式編】―「語としての敬語」について  
                                                                  
☞ 敬語五分法→→→記述試案例その① 























☞ 丁重語とは→→→記述試案例その⑥  
【1】語としての丁重語動詞特殊形→→→記述試案例その⑦  
【2】語としての丁重語名詞接頭辞「愚・小・拙・弊…」  
☞ 謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱとは  
【1】語としての謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ動詞特殊形  
【2】語としての謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ動詞「お/ご～いたす」  
☞ 丁寧語とは  
【1】語としての丁寧語「～です・ます」  
【2】語としての丁寧語「～であります・でございます」  
☞ 美化語とは  
【1】語としての美化語「お/ご～」 
                                                                                  
第 3部 【運用編】―「敬語表現における敬語」について 
                                                                   























☞ 丁重語  
【1】敬語表現における丁重語動詞特殊形→→→記述試案例その③  
【2】敬語表現における丁重語名詞接頭辞「愚・小・拙・弊…」  
☞ 謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ  
【1】敬語表現における謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ動詞特殊形  
【2】敬語表現における謙譲語Ⅰ兼謙譲語Ⅱ動詞「お/ご～いたす」  
☞ 丁寧語  
【1】敬語表現における丁寧語「～です・ます」  
【2】敬語表現における丁寧語「～であります・でございます」  
☞ 美化語  
【1】敬語表現における美化語「お/ご～」  
                                                                             
第 4部 【練習編】―敬語化の三段階について 


















☞ 表現における敬語化とは→→→記述試案例その⑤  




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【図 6】 本研究の全体像 
 
   
第3章 学ぶ側からみた中国の大学日本語専攻教育における敬語教育  
 
第4章 教える側からみた中国の大学日本語専攻教育における敬語教育  
第5章 関連教材からみた中国の大学日本語専攻教育における敬語教育  
 
 
第 8章 敬語の基本認識に関する記述の提案 
第 9章 「語としての敬語」に関する記述の提案 
第 10 章 「敬語表現における敬語」に関する記述の提案 
第1章 本研究の出発点と目的  
第2章 先行研究の概観と本研究の位置づけ  
第 6章 中国の大学日本語専攻教育における敬語教育の調査結果から  
第 11 章 教科書における敬語の新たな記述に対する現場教師のフィードバック  
第 7章 中国の大学日本語専攻教科書における敬語の扱い方を再考するための前提  






































































































































































う 2 段階の敬語指導方針が示されているが、教科書と教師用指導書を見ると、1 段階目の
方針は反映されているのに対し、2 段階目の方針は全く反映されていないことが分かる。















































































































































































第 11章 教科書における敬語の新たな記述に対する現場教師のフィードバック 
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